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◆
生
徒
会
ア
シ
ス
タ
ン
ト

柳
澤　

明
日
香

　

生
徒
会
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
毎
週
水
曜

日
に
生
徒
会
役
員
と
と
も
に
生
徒
会
室

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
学
校
行

事
な
ど
の
企
画
や
そ
の
他
活
動
に
つ
い

て
の
討
論
で
す
。
ま
た
校
外
活
動
な
ど

の
参
加
も
生
徒
会
役
員
と
共
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

◆
写 

真 

部

松
井　

友
香
理

　

私
た
ち
写
真
部
は
そ
の
名
の
通
り
写

真
を
撮
る
の
が
主
な
活
動
で
す
。

　

去
年
は
「
緑
の
兵
隊
た
ち
」
と
言
う

ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
を
作

成
し
、
一
昨
年
は
部
員
の
皆
で
横
浜
へ

写
真
旅
に
行
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
応
募
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
演 

劇 

部

青
栁　

光
咲

　

演
劇
部
は
現
在
一
年
生
三
名
の
み
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
十
月
に
行
わ
れ
た

地
区
大
会
で
は
、
友
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
道
具
を
完
成
さ
せ
、
大
会
当
日
に

は
引
退
し
た
先
輩
や
友
人
に
裏
方
を
お

願
い
し
、
十
一
校
参
加
中
ベ
ス
ト
４
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
手
伝
い
、

部
員
募
集
中
で
す
。

◆
吹
奏
楽
部

中
野　

捺
葵

　
「
聴
衆
に
感
動
を
あ
た
え
、
自
分
達
も

感
動
で
き
る
演
奏
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
定

期
演
奏
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
学
校
行
事
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
場
所
で

演
奏
の
機
会
が
あ
り
、
そ
の
舞
台
で
良

い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
合 

唱 

部

永
井　

百
佳

　

私
達
合
唱
部
は
、
校
内
の
文
化
祭
を

は
じ
め
、
総
合
音
楽
祭
・
コ
ン
ク
ー
ル
・

合
唱
祭
・
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
校
外

の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
部
員
が
減
り
、
以
前
の
よ

う
に
活
動
で
き
ず
残
念
で
す
が
、
今
後

も
部
員
歓
誘
に
力
を
注
ぎ
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

◆
美
術
工
芸
部

福
冨　

由
奈

　

美
術
工
芸
部
は
、
冬
に
行
わ
れ
る
高

校
美
術
展
を
メ
イ
ン
に
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
部
員
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
皆
仲
良
く
楽
し
く
絵
を
描
い

て
い
ま
す
。
顧
問
の
先
生
方
も
親
切
で
、

大
ら
か
で
伸
び
伸
び
と
し
た
環
境
の
中
、

創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
科 

学 

部

山
本　

和
輝

　

私
達
科
学
部
は
、
部
員
が
十
人
に
な

り
、
活
動
の
幅
が
増
え
、
今
年
は
プ
ラ

ナ
リ
ア
の
生
成
や
、
文
化
祭
で
の
発
表

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
学
校
の
外
に
活
動
の

場
所
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
書 

道 

部

加
藤　
　

碧

　

私
た
ち
書
道
部
は
、
二
年
生
七
名
、

一
年
生
七
名
の
計
十
四
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
書
道
部
は
日
々
の
努
力
の
甲

斐
も
あ
り
、
全
国
大
会
に
二
年
連
続
出

場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
栄
光
が
続
く
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
部
活
に
打
ち
込
み
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
放 

送 

部

阿
久
津　

亮
介

　

放
送
部
は
、
吉
澤
先
生
・
星
野
先
生

の
も
と
、
週
二
回
放
送
室
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
昼
休
み
の
校

内
放
送
で
「
県
民
の
歌
」
の
放
送
の
他
に
、

生
徒
の
興
味
に
あ
わ
せ
た
歌
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
現
在
部
員
が
三
名
な
の
で
、

い
つ
も
部
員
募
集
中
で
す
。

◆
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
部

豊
福　

佳
菜
子

　

私
た
ち
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
部

の
主
な
活
動
は
、
月
に
一
度
、
自
作
の

イ
ラ
ス
ト
を
展
示
し
た
り
、
部
誌
を
毎

年
、
発
行
・
配
布
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
人
、

こ
の
部
活
に
興
味
を
持
っ
た
人
は
、
是

非
入
部
し
て
下
さ
い
。

◆
調 

理 

部

池
田　

紗
理
菜

　

私
た
ち
調
理
部
は
、
二
年
生
六
人
、

一
年
生
二
人
、
と
少
人
数
で
す
が
、
毎

週
水
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
で

和
気
あ
い
あ
い
と
、
旬
の
材
料
を
使
い

季
節
感
を
大
切
に
料
理
を
し
て
い
ま
す
。

料
理
の
好
き
な
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び

に
来
て
下
さ
い
。

◆
茶
華
道
部

古
澤　

佳
奈

　

私
達
茶
華
道
部
は
、
部
員
十
七
名
で
、

月
に
三
回
お
茶
を
、
月
に
一
回
お
華
を
、

外
部
講
師
の
須
藤
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
期
一
会
の
精

神
を
胸
に
日
本
文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
忘
れ
ず
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
軽
音
楽
同
好
会

谷　

悠
太
郎

　

私
た
ち
軽
音
楽
同
好
会
は
、
文
化
祭

を
は
じ
め
、
各
自
で
バ
ン
ド
活
動
を
し

て
い
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
同
好

会
で
す
。
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
目
指
し
て
、
日
々
頑
張
っ
て
い
る
バ

ン
ド
も
あ
り
ま
す
の
で
、
文
化
祭
の
発

表
を
、
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

橋
本　

優
希

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
は
募
金
活
動

や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
校
外
活

動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ホ
ー

ム
の
訪
問
や
障
が
い
が
あ
る
方
と
の
ふ

れ
あ
い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

活
動
の
幅
を
広
げ
、
様
々
な
世
代
の
方

と
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
い
た
い
で
す
。

◆
英
語
ク
ラ
ブ

野
川　

妃
美

　

こ
ん
に
ち
は
！
英
語
ク
ラ
ブ
で
す
。

私
た
ち
は
週
に
二
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

パ
ト
リ
ッ
ク
先
生
と
一
緒
に
楽
し
く
気

軽
に
英
語
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
毎

週
月
曜
日
は
誰
で
も
お
し
ゃ
べ
り
に
参

加
で
き
ま
す
。
興
味
が
あ
っ
た
ら
、
是

非
来
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

◆
将
棋
同
好
会

堀
内　

悠
雅

　

私
た
ち
将
棋
同
好
会
は
二
年
生
一
人
、

一
年
生
三
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎

週
火
曜
日
に
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。
関
東
大
会
出
場
や
、
少
し
で
も
上

の
段
に
昇
段
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

和
氣　

明
那

　

私
た
ち
は
、
一
年
生
と
二
年
生
の
二

十
五
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
先
日

は
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ロ
ー
タ
リ
ー

の
方
々
と
清
掃
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
今
ま
で
の
活
動
の
歩
み
が
南

図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ

か
っ
た
ら
見
て
下
さ
い
。

部
活
動
紹
介

文
化
部
編

前
生
徒
会
長
あ
い
さ
つ石

戸　

壮
太
郎

　

今
年
も
、「
宇
南
旋
風
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
で
宇
南
高
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
開
催
と
な
っ
て
か

ら
初
め
て
の
、
し
か
も
耐
震
工
事
に

よ
り
使
用
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
今

回
の
学
校
祭
で
し
た
が
、
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
は
一
般
公
開
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
、
団
体
と
も
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
を
考
え
、
夏

休
み
の
う
ち
か
ら
合
間
を
ぬ
っ
て
一

生
懸
命
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
当
日
は
一
六
〇
〇

人
を
超
え
る
人
々
が
来
場
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。
２
日
目
は
文
化
会
館
を
使
用

し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
文
化
部
に
と
っ
て
は
校
内
で
の

貴
重
な
発
表
の
場
で
あ
り
、
整
っ
た

環
境
の
も
と
で
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

団
結
し
て
つ
く
り
上
げ
た
こ
の
学

校
祭
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
最
高

の
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

文 

化 

会 

館 

編


